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八幡通りでは、商業施設「ラ・フェンテ（La Fuente）代官山」が2018年7月に閉館してから2年8 ヶ月が経ちましたが、その

跡地に建設された「プラウド代官山フロント&テラス」では先月から購入者の入居が始まりました。続いて「TENOHA跡地」

や「メゾン代官山跡地」の再開発も進行しています。一方旧山手通りでは、「（仮称）青葉台プロジェクト」に加えて、旧伊太利

屋本社の売却等もあり、今後の変化に注目していきます。

「（仮称）代官山町プロジェクト」 
「TENOHA DAIKANYAMA跡地」の東急不動産株式会社による「（仮称）代官山町プロ

ジェクト」では、地下躯体の解体工事が2021年末頃まで続きますが、並行して新築工事

としての杭工事も2021年3月から始まり、2023年8月末頃に竣工を予定しています。東

急不動産株式会社では、多方面からの意見を取り入れながら施設運用面でのアイデアを

検討しています。代スキ会は、この場所が代官山に相応しい新たなる魅力の拠点と成る

ように定期的な協議を継続しています。

「（仮称）目黒区青葉台プロジェクト」 
デンマーク大使館とリストランテASOの間にあった猿楽荘跡地での三菱商事都市開発

株式会社の賃貸住宅開発事業である「（仮称）目黒区青葉台プロジェクト」は、2021年1月

21日に着工し、2023 年1月に竣工する予定です。旧山手通り沿いのメインアプローチ

は自然豊かな景観を残すこととし、南傾斜の敷地形状を活かした地上2 階地下4 階建て

で、コンシェルジュサービスやフィットネスジム等を完備した全19戸の高所得者向け

賃貸住宅となるようです。

「ラ・フェンテ代官山」跡地に「プラウド代官山フロント & テラス」完成
商業施設「ラ・フェンテ（La Fuente）代官山」の跡地には、野村不動産株式会社の「プラ

ウド代官山フロント&テラス」が建設され、低層棟の「テラス」は2021年3月から、高層

棟の「フロント」は4月から入居が始まりました。代スキ会では、日影の影響（近隣の街

並み景観）、屋上テラスのあり方、通り抜けパサージュのあり方、ゴミスペースのオペ

レーション、店舗棟の分譲の是非などについて、代官山の価値向上の視点から協議を続

けてきました。工事車両の通行ルートについても各所で大規模工事が進行していること

から、関係町会とも相談し、工事車両の総量の調整を連携しておこなうことを求めた他、

工事中の振動・騒音についても周辺住民とともに話し合いを進めてまいりました。建物

完成後も店舗棟やファサードの在り方などについて協議を継続してまいります。

「メゾン代官山」跡地の「（仮称）渋谷区猿楽町計画」は一時中断
2019年11月より大和ハウス工業株式会社と協議を進めておりました八幡通り沿いのメ

ゾン代官山跡地に計画されていた「（仮称）渋谷区猿楽町計画」は、当初は賃貸テナント

ビルとして計画されましたが、その後地階と1階にスーパーを想定した商業床を含む地

上11階建ての共同住宅に変更されました。建物裏側の閑静な住宅地に与える影響や八

幡通り側の「セットバック」や「植栽/インターフェイスのあり方」など、わがまちルールの

メンバーも交えて協議を続けておりましたが、今般、計画の一旦中断が伝えられました。



槇文彦氏・朝倉健吾氏　「日本イコモス賞2020」を受賞

リストランテASO 内の「大樹の強剪定」

ひまわりガーデン代官山坂タネ植え日／代官山春花祭

2020年度 第 2 回代官山サロン 「代官山のいま－その 2 －」

「ヒルサイドテラス」は2019年に第一期竣工50 周年を迎えるとともに、旧朝倉家住宅（重要

文化財）も100 周年を迎えました。これを記念して「HILLSIDE TERRACE 1969-2019 －アー

バンヴィレッジ代官山のすべて－」を開催。ヒルサイドテラス事業は日本の都市における民間

地区開発の稀に見る成功例であるとともに、環境と文化を形成し受け継いでいく“リビング・

ヘリテージ＝生きた文化遺産”のモデルであり、日本における都市環境づくりのお手本であ

ることから、常にその中心となってプロジェクトを推進してきた槇文彦氏（槇計画総合事務所）

と朝倉健吾氏（朝倉不動産株式会社）に対して「日本イコモス賞 2020」が授与されました。

旧山手通りの景観形成にとって重要だった「リストランテ 

ASO」の欅の大樹が、枯れ枝落下防止という安全上の観点か

ら強剪定されました。樹木の健康を保ち形状を整えるための

剪定ではなく、景観効果を無視した貴重な大樹が切られたこ

とは、旧山手通りの景観資源上大きな損失です。再生には数

十年がかかると考えられます。

ひまわりガーデン代官山坂実行委員会は3月6日に、「ひまわりのタネ植え」を2021年5月2日・3日に開催することを決定しました。

また、代官山春花祭運営委員会は3月23 日に、「代官山春花祭2021」を5月2日～ 4日の3日間開催することを決定しました。

2月20 日に代官山サロン「代官山のいま－その2－」を開催しました。前回の参加者から提供された85 枚の写真の中から「代官

山のいま」を感じる写真を投票で選び、その認識を共有しました。T-SITE内の公共空地が最多得票数を獲得したように、参加

者間の対話では居心地の良いパブリックスペースの在り方についての意見が交換されました。今後の代官山サロンでは「代官

山のこれから・そして」について考えてみます。

■代スキ会website　http://daisukikai.org
■会費　正会員             ／年額　10,000円
　　　　賛助会員（個人）／年額　　2,000円
　　　　賛助会員（団体）／年額　50,000円
■お問い合わせ先　代官山ステキな街づくり協議会事務局
　　　　　　　　　石原貞治（ICAデザイン研究所内）
　　　　　　　　　TEL:080-4404-1933　E-MAIL:ishi_machi@ica-d.co.jp

代官山ステキな街づくり協議会とは？ 代官山ステキな街づくり協議会
（略して代スキ会）へのお誘い

がただ一つの入会資格
いつでも誰でもウェルカム♪

代官山好き！
「代官山ステキな街づくり協議会（通称代スキ会）」

とは、渋谷区まちづくり条例に基づく、この地域

の認定まちづくり協議会です。認定まちづくり協

議会とは、地域のまちづくりに関するルールづく

りや、行政への提言を行うことが出来る組織です。

代官山ステキな街づくり協議会Facebook 開設
タウンウオッチングや哲学カフェなどイベントの告知や
ニュース発行のタイミング等、発信していきますので、
是非こちらもチェックよろしくお願いします。

旧伊太利屋本社売却
伊太利屋第2ビル(鉢山町13-21)が、大和ハウス工業株式会社に売却されました。令和3年 

3月1日から8月31日の期間、解体工事がおこなわれるようです。また、隣接する旧山手通

り沿いの角地の解体工事も始まっています。


